
単位数

１　科目の目標

２　科目の評価の観点と評価基準

３　評価方法と評価の場面

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

２月

５　具体的な評価の方法

・ 音楽表現に必要な技能を身につけることができたか。

・ 自己のイメージをもって音楽表現を工夫することができたか。

・ 音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴くことができたか。 プリント

・ 主体的協働的に活動に取り組み、遅刻、欠席することなく意欲的に関わることができたか。

６　学習にあたっての注意とアドバイス

７　教科書・副教材

※指導計画の内容は、進度等によって変更することがある。
※1年間の評定は上記の内容を総合的に判断する。

　・実技テストにおいては結果のみでなく、技能向上に向けて努力した過程も評価する。
　・毎時間記入する「学習記録表」に、感じたこと、新たに覚えたことなどを記入、積み重ねを大切にする。
　・実技教科のため、授業への出席時間、取り組みを重視する。

実技テスト・学習プリント

出席・取り組み

　教科書…MOUSA（教育芸術社）　副教材…なし

18

20

後
期

鑑賞

器楽

器楽
定期考査④
実技テスト

学習プリント

時数(予定)

オリエンテーション　

鑑賞

実技テスト・学習プリント

器楽

楽典

舞台芸術の鑑賞・調べ学習

バイオリン　奏法、楽器に関する知識、鑑賞

ギター　奏法、楽器に関する知識、鑑賞

ギター　奏法、楽器に関する知識、鑑賞

音楽を形作る要素について

器楽

18

楽典

知識・技能（知）

・授業中の実践における技術向上の過程
・実技テストの内容
・学習プリントの記入内容

前
期

学　習　の　内　容

音楽経験アンケート、校歌

歌声づくり、合唱

リズム学習・音符の種類

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思）

①曲想と音楽の構造や文化的・歴
史的背景などとの関わり及び音楽の
多様性について理解している。
②創意工夫を生かした音楽表現を
するために必要な技能を身につけ
ることができる。

①自己のイメージをもって音楽表現を創
意工夫している。
②音楽を評価しながらよさや美しさを自ら
味わって聴こうとしている。

思考・判断・表現（思）

令和８年度　学習の手引き(シラバス)

４　年間指導計画

科目名 ２単位音楽Ⅰ

a:十分満足できる状況

b:おおむね満足できる状況

a:十分満足できる状況

b:おおむね満足できる状況

評
価
の
観
点

・曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な技能を身につけるようにする。
・主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、音楽
文化に親しみ、音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。
・自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴くことができ
るようにする。

主体的に学習に取り組む態度（態）

①他者との関わりの中で行われているこ
とを大切にしている。
②自らの考えを他者と交流したり、互い
の気付きを共有し、感じとったことなどに
共感しながら個々の学びを深めている。
③自ら課題を設定し、解決しようとしてい
る。

a:十分満足できる状況

c:努力を要する状況 c:努力を要する状況

考査範囲

評
価
基
準

楽譜の読み方、書き方

キーボード（ピアノ）　奏法、楽器に関する知識、鑑賞

創作 リズム創作、CUPS

定期考査①
実技テスト

学習プリント

定期考査②
実技テスト

学習プリント

定期考査③
実技テスト

学習プリント

b:おおむね満足できる状況

c:努力を要する状況

・授業、実技テストにおいて、自己のイ
メージをもって音楽表現を工夫することが
できたか。
・音楽を評価しながら、良さや美しさを自
ら味わって聴きとり、学習プリントのまとめ
ることができたか。

主体的に学習に取り組む態度（態）

・音を出す、声を出すなど、音楽活動へ
の積極的な関わりをもっているか。
・学習記録表の記入内容、及び自己評
価。
・主体的、協働的に音楽活動に取り組ん
でいるか。

歌唱 22



単位数

１　科目の目標

２　科目の評価の観点と評価基準

３　評価方法と評価の場面

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

２月

５　具体的な評価の方法

・ 音楽表現に必要な技能を身につけることができたか。

・ 自己のイメージをもって音楽表現を工夫することができたか。

・ 音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴くことができたか。 プリント

・ 主体的協働的に活動に取り組み、遅刻、欠席することなく意欲的に関わることができたか。

６　学習にあたっての注意とアドバイス

７　教科書・副教材

実技テスト・学習プリント

出席・取り組み

　・実技テストにおいては結果のみでなく、技能向上に向けて努力した過程も評価する。
　・毎時間記入する「学習記録表」に、感じたこと、新たに覚えたことなどを記入、積み重ねを大切にする。
　・実技教科のため、授業への出席時間、取り組みを重視する。

　教科書…MOUSA（教育芸術社）　副教材…なし

※指導計画の内容は、進度等によって変更することがある。
※1年間の評定は上記の内容を総合的に判断する。

実技テスト・学習プリント

後
期

鑑賞 音楽史について（ロマン派～現代）

器楽 バイオリン　奏法、楽器に関する知識、鑑賞

器楽 ギター　奏法、楽器に関する知識、鑑賞

ギター　奏法、楽器に関する知識、鑑賞

創作 リズム創作、CUPS 定期考査③
実技テスト

学習プリント
18

定期考査④
実技テスト

学習プリント

４　年間指導計画

学　習　の　内　容 考査範囲 時数(予定)

前
期

オリエンテーション　 音楽経験アンケート、校歌

歌唱 歌声づくり、合唱

楽典 リズム学習・音符の種類

鑑賞 音楽史について（中世～古典）

楽典

器楽

定期考査①
実技テスト

学習プリント

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度（態）

・授業中の実践における技術向上の過程
・実技テストの内容
・学習プリントの記入内容

・授業、実技テストにおいて、自己のイ
メージをもって音楽表現を工夫すること
ができたか。
・音楽を評価しながら、良さや美しさを
自ら味わって聴きとり、学習プリントの
まとめることができたか。

・音を出す、声を出すなど、音楽活動へ
の積極的な関わりをもっているか。
・学習記録表の記入内容、及び自己評
価。
・主体的、協働的に音楽活動に取り組ん
でいるか。

・様々な表現形態による歌唱表現の固
有性や多様性について理解している。
・曲想と音楽の構造との関わり及びそ
の関わりによって生み出される表現上
の効果について理解している。

音色、リズム、旋律、テクスチュアを知
覚し、それらの働きを感受したこととの
関わりについて考え、個性豊かに歌唱
表現を創意工夫している。

・技能向上に向けた取り組み
・主体的、協働的な取り組み
・学習記録表（自己評価、振り返り）
・毎時の準備、片付け、出欠席の状況

評
価
基
準

a:十分満足できる状況 a:十分満足できる状況 a:十分満足できる状況

b:おおむね満足できる状況 b:おおむね満足できる状況 b:おおむね満足できる状況

c:努力を要する状況 c:努力を要する状況 c:努力を要する状況

評
価
の
観
点

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度（態）

令和８年度　学習の手引き(シラバス)

科目名 音楽Ⅱ ２単位

・音楽の諸活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と深く関わる資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。
（１）曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解を深めるとともに、創意工
夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。
（２）個性豊かに音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさや美しさを深く味わって聴くことができるように
する。
（３）主体的・協働的に音楽の諸活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに、感性を深め、音楽
文化に親しみ、音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。

20

器楽

22

定期考査②
実技テスト

学習プリント
18楽譜の読み方、書き方

キーボード（ピアノ）　奏法、楽器に関する知識、鑑賞



単位数

１　科目の目標

２　科目の評価の観点と評価基準

３　評価方法と評価の場面

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

２月

５　具体的な評価の方法

・ 音楽表現に必要な技能を身につけることができたか。

・ 自己のイメージをもって音楽表現を工夫することができたか。

・ 音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴くことができたか。 プリント

・ 主体的協働的に活動に取り組み、遅刻、欠席することなく意欲的に関わることができたか。

６　学習にあたっての注意とアドバイス

７　教科書・副教材

実技テスト・学習プリント

出席・取り組み

　・実技テストにおいては結果のみでなく、技能向上に向けて努力した過程も評価する。
　・毎時間記入する「学習記録表」に、感じたこと、新たに覚えたことなどを記入、積み重ねを大切にする。
　・実技教科のため、授業への出席時間、取り組みを重視する。

　教科書…Joy of Music（教育芸術社）　副教材…なし

※指導計画の内容は、進度等によって変更することがある。
※1年間の評定は上記の内容を総合的に判断する。

実技テスト・学習プリント

後
期

鑑賞 日本の音楽・調べ学習

器楽 バイオリン　奏法、楽器に関する知識、鑑賞

楽典 コードネームについて

ギター　奏法、楽器に関する知識、鑑賞

創作 変奏・DTMについて 定期考査③
実技テスト

学習プリント
18

定期考査④
実技テスト

学習プリント

４　年間指導計画

学　習　の　内　容 考査範囲 時数(予定)

前
期

オリエンテーション　 音楽経験アンケート、校歌

歌唱 歌声づくり、合唱

楽典 リズム学習・音符の種類

鑑賞 世界の音楽の鑑賞・調べ学習

楽典

器楽

定期考査①
実技テスト

学習プリント

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度（態）

・授業中の実践における技術向上の過程
・実技テストの内容
・学習プリントの記入内容

・授業、実技テストにおいて、自己のイ
メージをもって音楽表現を工夫すること
ができたか。
・音楽を評価しながら、良さや美しさを
自ら味わって聴きとり、学習プリントのま
とめることができたか。

・音を出す、声を出すなど、音楽活動へ
の積極的な関わりをもっているか。
・学習記録表の記入内容、及び自己評
価。
・主体的、協働的に音楽活動に取り組ん
でいるか。

・楽曲の表現内容を総合的に理解し，
表現意図をもって音楽表現をするため
に必要な発声，読譜などの技能を身に
付け，創造的に表している。

楽曲のリズム，速度，旋律，テクスチュ
ア，強弱を知覚し，それらの働きによる
特質や雰囲気などを感受しながら，楽
曲の表現内容を総合的に理解して音
楽表現を工夫し，どのように歌うか表現
意図をもっている。

・技能向上に向けた取り組み
・主体的、協働的な取り組み
・学習記録表（自己評価、振り返り）
・毎時の準備、片付け、出欠席の状況

評
価
基
準

a:十分満足できる状況 a:十分満足できる状況 a:十分満足できる状況

b:おおむね満足できる状況 b:おおむね満足できる状況 b:おおむね満足できる状況

c:努力を要する状況 c:努力を要する状況 c:努力を要する状況

評
価
の
観
点

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度（態）

令和８年度　学習の手引き(シラバス)

科目名 音楽Ⅲ ２単位

・音楽の諸活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の多様な音や音楽、音楽文化と深く関わる
資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（１）曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽文化の多様性について理解するとともに、創意
工夫や表現上の効果を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。
（２）音楽に関する知識や技能を総合的に働かせながら、個性豊かに音楽表現を創意工夫したり音楽を評価しながらよ
さや美しさを深く味わって聴いたりすることができるようにする。
（３）主体的・協働的に音楽の諸活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに、感性を磨き、音楽
文化を尊重し、音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。

20

器楽

22

定期考査②
実技テスト

学習プリント
18楽譜の読み方、書き方

キーボード（ピアノ）　奏法、楽器に関する知識、鑑賞



単位数

１　科目の目標

２　科目の評価の観点と評価基準

３　評価方法と評価の場面

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

２月

３月

５　具体的な評価の方法

・ 音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴くことができたか。

・ 鑑賞内容について、感じ取ったことを自らの言葉で伝えることができたか。

・ 楽器のリズムや音色、テクスチュアなど知覚し、音楽的な構造を感じることができたか。

・ 主体的に調べ学習、レポートに取り組み、遅刻、欠席することなく意欲的に関わることができたか。

６　学習にあたっての注意とアドバイス

７　教科書・副教材

自分や友達の好きな音楽について

中世～ルネサンス期の音楽

20

音楽の鑑賞資料と基礎学習(教育芸術社)

※指導計画の内容は、進度等によって変更することがある。
※1年間の評定は上記の内容を総合的に判断する。

後
期

身近な音楽について

オペラ・ミュージカル・バレエ

学習プリント、レポート

著作権・作曲の過程について

学　習　の　内　容 考査範囲 時数(予定)

前
期

オリエンテーション　 音楽経験アンケート、校歌

22身近な音楽

音楽史①

音楽史② バロック～古典の音楽 18

音楽史③ ロマン派～現代の音楽

学習プリント

学習プリント

・作品の文化的・歴史的背景、作曲家について
の理解、音楽的構造の理解などにおいて、レ
ポート課題にまとめることができたか。

・授業、学習プリント、レポートにおいて、
知覚、感受した内容を表す、論じることが
できたか。
・音楽を評価しながら、良さや美しさを自
ら味わって聴きとり、学習プリントのまとめ
ることができたか。

・学習プリントの記入内容。
・考えたことを自らの言葉でどのように表して
いるか、また他者の考えをどのように受け取
り，自分の考えを更新したりすることができて
いるか。

c:努力を要する状況 c:努力を要する状況 c:努力を要する状況

・音楽作品について，曲想や表現上の
効果と音楽の構造，文化的・歴史的背
景などとの関わりを理解することに留ま
らず，作曲家や演奏者が音楽作品を
生み出した背景やその人物像なども含
めて深く理解できている。

・音楽のよさや美しさなどについて，言葉
で表現し，他者と伝え合い，論じることが
できている。
・音楽のよさや美しさを味わって聴くことに
とどまらず、根拠を明確にして批評するこ
とができている。

・学習プリントへの記入
・鑑賞内容について自ら感受しようとし、自ら
の言葉で書き表すことができているか
・音楽的な見方、考え方から作品に関心をも
ち、接することができているか
・毎時の準備、片付け、出欠席の状況

令和８年度　学習の手引き(シラバス)

科目名 音楽鑑賞 ２単位

音楽作品の鑑賞の学習を通して，音楽的な見方・考え方を働かせ，専門的な音楽に関する資質・能力を次のとおり育成するこ
とを目指す。
(1) 音楽作品や演奏，作曲家などについて理解を深めることができるようにする。
(2) 音楽作品や演奏について，根拠を明確にして批評することができるようにする。
(3) 音楽や音楽文化を尊重する態度を養う。

評
価
の
観
点

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度（態）

基礎知識

評
価
基
準

a:十分満足できる状況 a:十分満足できる状況 a:十分満足できる状況

b:おおむね満足できる状況 b:おおむね満足できる状況 b:おおむね満足できる状況

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度（態）

４　年間指導計画

基礎知識
楽器の種類、音楽ジャンル、音楽を形作る要素につい
て

現代の音楽
学習プリント 18

学習プリント

日本の音楽 和楽器、歌舞伎・雅楽・能

舞台芸術

出席・取り組み

・鑑賞内容から何かを感じ取り、自らの言葉で書き表す、伝えることを学びの中心とする。
・毎時間記入する「学習プリント」に、感じとったこと、印象に残った場面などを記入内容、積み重ねを大切にする。
　・レポート課題の作成については毎時間の積み重ねを重視する。



単位数

１　科目の目標

２　科目の評価の観点と評価基準

３　評価方法と評価の場面

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

５　具体的な評価の方法

・ 与えられたテーマに沿って作品が制作されているか、工夫されているか。

・ 制作反省プリントで、自他の評価を丁寧にして、まとめられているか。

・ 制作材料また用具の準備片付けが行えているか。

・ 授業に意欲的に取り組み、遅刻・欠席をしていないか。

６　学習にあたっての注意とアドバイス

７　教科書・副教材

20

18

18

22

定期考査①

作品提出

定期考査②

作品提出

定期考査③

作品提出

定期考査④

作品提出

　教科書…高校生の美術１（日本文教出版）　副教材…なし

時数(予定)

オリエンテーション　

令和8年度　学習の手引き(シラバス)

４　年間指導計画

科目名 ２単位美術Ⅰ

a:十分満足できる状況

b:おおむね満足できる状況

a:十分満足できる状況

b:おおむね満足できる状況

評
価
の
観
点

考査範囲

評
価
基
準

美術の幅広い創作活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、美的体験を重ね、生活や社会の中の美術や美術
文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に
表すことができるようにする。
(2) 造形的なよさや美しさ、表現意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主題を育成し創造的に発想し構想を
練ったり、価値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。
(3) 主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、美術
文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

b:おおむね満足できる状況

c:努力を要する状況

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思）

・美術表現・鑑賞に関心を持ち、作品
をつくりだすのに必要な材料の扱い方
や、表現技法や形式を身に付け、さら
に創意工夫をしているか。

・自然や物事の見方、またテーマの把
握に対して芸術的感受性を働かせて
いるか。
・作品について，特徴や自分の考えを
述べる事ができるか。また、作品を感
受し理解しようとしているか。

主体的に学習に取り組む態度（態）

・表現意欲があり、主体的に制作に取り組
む態度を持っているか。

a:十分満足できる状況

c:努力を要する状況 c:努力を要する状況

思考・判断・表現（思）

・課題作品
・プリント（ワークシート・自己評価・鑑賞
など）
・観察

主体的に学習に取り組む態度（態）

・毎時の準備片付け
・課題作品
・プリント（ワークシート・自己評価・鑑賞な
ど）
・出席
・観察

パステル画制作

デッサン基礎

スケッチ基礎

色彩表現基礎

後
期

映像鑑賞

伝統工芸を学ぶ

版画制作

スクラッチ

制作のまとめ

・伝統技術を受け継いだ職人の手仕事によって生み
出される芸術作品や生活用品の本物の強さや価値
について学ぶ

・版画による表現の良さや特性を理解し、その効果
を生かして表現する。

・様々な素材を用いて表現する。

・一年間の制作の振り返りとまとめ。

・ほか様々な素材を用いて表現する。

※指導計画の内容は、進度等によって変更することがある。
※1年間の評定は上記の内容を総合的に判断する。

知識・技能（知）

・課題作品
・プリント（ワークシート・自己評価・鑑賞など）
・観察

 美術は、表現することから始まります。「表現意欲を持つ」「表現の目的を知る」「つくることを楽しむ」態度を持つことが大切です。ま
た、美術に限らず様々な分野の「表現されたもの」に関心を持つことです。そうして創造に関わることで発想力や情操が育まれていき
ます。単元ごとに指定された作品を期限厳守で提出して下さい。

前
期

学　習　の　内　容

・美術Ⅰ学習内容の理解。教科書を見る、読む。課
題制作の心得など。

･表現の基本要素について学ぶ。

･描画材料の特性、基本的な道具の扱いを身に着
け、描くことを通して観る力を養う。

･身近なものを見つめなおし、感じ取ったことや考え
たことを基に構想を練って表現する。

作品

鑑賞・プリント

材料用具の扱い

出席・取り組み

切り絵制作

・映像作品を感受し理解しを深める。



単位数

１　科目の目標

２　科目の評価の観点と評価基準

３　評価方法と評価の場面

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

５　具体的な評価の方法

・ 与えられたテーマに沿って作品が制作されているか、工夫されているか。

・ 制作反省プリントで、自他の評価を丁寧にして、まとめられているか。

・ 制作材料また用具の準備片付けが行えているか。

・ 授業に意欲的に取り組み、遅刻・欠席をしていないか。

６　学習にあたっての注意とアドバイス

７　教科書・副教材

定期考査①

20

定期考査②
18

作品提出

評
価
の
観
点

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度（態）

令和8年度　学習の手引き(シラバス)

科目名 美術Ⅱ ２単位

美術の幅広い創作活動を通して、美的体験を豊かにし美術を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、美術文化
について理解し個性豊かな美術の能力を高める。
(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的
に表すことができるようにする。
(2) 造形的なよさや美しさ、表現意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主題を育成し創造的に発想し構想を
練ったり、価値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。
(3) 主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、美
術文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

評
価
基
準

a:十分満足できる状況 a:十分満足できる状況 a:十分満足できる状況

b:おおむね満足できる状況 b:おおむね満足できる状況 b:おおむね満足できる状況

c:努力を要する状況 c:努力を要する状況 c:努力を要する状況

・美術表現・鑑賞に関心を持ち、作品
をつくりだすのに必要な材料の扱い方
や、表現技法や形式を身に付け、さら
に創意工夫をしているか。

・自然や物事の見方、またテーマの把
握に対して芸術的感受性を働かせて
いるか。
・作品について，特徴や自分の考えを
述べる事ができるか。また、作品を感
受し理解しようとしているか。

・表現意欲があり、主体的に制作に取り
組む態度を持っているか。

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度（態）

・課題作品
・プリント（ワークシート・自己評価・鑑賞など）
・観察

・課題作品
・プリント（ワークシート・自己評価・鑑賞
など）
・観察

・毎時の準備片付け
・課題作品
・プリント（ワークシート・自己評価・鑑賞な
ど）
・出席
・観察

色彩表現
･身近なものを見つめなおし、感じ取ったことや考え
たことを基に構想を練って表現する。

４　年間指導計画

学　習　の　内　容 考査範囲 時数(予定)

前
期

オリエンテーション　
・美術Ⅱ学習内容の理解。教科書を見る、読む。課
題制作の心得など。

スケッチ応用 ･表現の基本要素について学ぶ。

文化祭ポスター制作
・デザイン基本を学ぶと共に文化祭のポスターの制
作を行う。

作品提出

パステル画制作
・ほか様々な素材を用いて表現する。

後
期

定期考査③

定期考査④

作品提出

鑑賞・プリント

映像鑑賞 ・映像作品を感受し理解しを深める。

伝統工芸を学ぶ
・伝統技術を受け継いだ職人の手仕事によって生み
出される芸術作品や生活用品の本物の強さや価値
について学ぶ

作品提出

油画制作
･描画材料の特性、基本的な道具の扱いを身に着
け、描くことを通して観る力を養う。

制作のまとめ ・一年間の制作の振り返りとまとめ。

作品

18

22

材料用具の扱い

出席・取り組み

 美術は、表現することから始まります。「表現意欲を持つ」「表現の目的を知る」「つくることを楽しむ」態度を持つことが大切です。ま
た、美術に限らず様々な分野の「表現されたもの」に関心を持つことです。そうして創造に関わることで発想力や情操が育まれてい
きます。単元ごとに指定された作品を期限厳守で提出して下さい。

　教科書…高校生の美術２（日本文教出版）　副教材…なし

※指導計画の内容は、進度等によって変更することがある。
※1年間の評定は上記の内容を総合的に判断する。



単位数

１　科目の目標

２　科目の評価の観点と評価基準

３　評価方法と評価の場面

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

５　具体的な評価の方法

・ 与えられたテーマに沿って作品が制作されているか、工夫されているか。

・ 制作反省プリントで、自他の評価を丁寧にして、まとめられているか。

・ 制作材料また用具の準備片付けが行えているか。

・ 授業に意欲的に取り組み、遅刻・欠席をしていないか。

６　学習にあたっての注意とアドバイス

７　教科書・副教材

※指導計画の内容は、進度等によって変更することがある。
※1年間の評定は上記の内容を総合的に判断する。

制作のまとめ ・一年間の制作の振り返りとまとめ。

･身近なものを見つめなおし、感じ取ったことや考え
たことを基に構想を練って表現する。

・卒業制作として各自の目的を明確にし、感じ取っ
たことや考えたことを基に構想を練って表現する。

作品

鑑賞・プリント

材料用具の扱い

出席・取り組み

 美術は、表現することから始まります。「表現意欲を持つ」「表現の目的を知る」「つくることを楽しむ」態度を持つことが大切です。ま
た、美術に限らず様々な分野の「表現されたもの」に関心を持つことです。そうして創造に関わることで発想力や情操が育まれてい
きます。単元ごとに指定された作品を期限厳守で提出して下さい。

　教科書…高校生の美術３（日本文教出版）　副教材…なし

18映像鑑賞 ・映像作品を感受し理解しを深める。

作品提出

20

卒業制作

作品提出

定期考査④

伝統工芸を学ぶ ・伝統技術を受け継いだ職人の手仕事によって生み
出される芸術作品や生活用品の本物の強さや価値
について学ぶ 作品提出

後
期

定期考査③

４　年間指導計画

学　習　の　内　容 考査範囲 時数(予定)

前
期

オリエンテーション　
・美術Ⅲ学習内容の理解。教科書を見る、読む。課
題制作の心得など。

定期考査①

22スケッチ応用 ･表現の基本要素について学ぶ。

絵画応用
作品提出

イラスト画制作

定期考査②
18

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度（態）

・課題作品
・プリント（ワークシート・自己評価・鑑賞など）
・観察

・課題作品
・プリント（ワークシート・自己評価・鑑賞
など）
・観察

・毎時の準備片付け
・課題作品
・プリント（ワークシート・自己評価・鑑賞な
ど）
・出席
・観察

・美術表現・鑑賞に関心を持ち、作品
をつくりだすのに必要な材料の扱い方
や、表現技法や形式を身に付け、さら
に創意工夫をしているか。

・自然や物事の見方、またテーマの把
握に対して芸術的感受性を働かせて
いるか。
・作品について，特徴や自分の考えを
述べる事ができるか。また、作品を感
受し理解しようとしているか。

・表現意欲があり、主体的に制作に取り
組む態度を持っているか。

評
価
基
準

a:十分満足できる状況 a:十分満足できる状況 a:十分満足できる状況

b:おおむね満足できる状況 b:おおむね満足できる状況 b:おおむね満足できる状況

c:努力を要する状況 c:努力を要する状況 c:努力を要する状況

評
価
の
観
点

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度（態）

令和8年度　学習の手引き(シラバス)

科目名 美術Ⅲ ２単位

美術の創造的な諸活動を通して、生涯にわたり美術を愛好する心情と美術文化を尊重する態度を育てるとともに、感
性と美意識を磨き、個性豊かな美術の能力を高める。
(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的
に表すことができるようにする。
(2) 造形的なよさや美しさ、表現意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主題を育成し創造的に発想し構想を
練ったり、価値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。
(3) 主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、美
術文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。



単位数

１　科目の目標

２　科目の評価の観点と評価基準

３　評価方法と評価の場面

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

５　具体的な評価の方法

・ 与えられたテーマに沿って作品が制作されているか、工夫されているか。

・ 制作反省プリントで、自他の評価を丁寧にして、まとめられているか。

・ 制作材料また用具の準備片付けが行えているか。

・ 授業に意欲的に取り組み、遅刻・欠席をしていないか。

６　学習にあたっての注意とアドバイス

７　教科書・副教材

自主教材

※指導計画の内容は、進度等によって変更することがある。
※1年間の評定は上記の内容を総合的に判断する。

作品

鑑賞・プリント

材料用具の扱い

出席・取り組み

　作品は完成までに長時間を必要とするものや、単調な作業が続く場合があり、制作に集中する忍耐力が必要です。完成の喜び
を大きくするためには、辛抱強く、計画的に制作に取り組む姿勢が要求されます。また、美術工芸に限らず様々な分野の「表現さ
れたもの」に関心を持つことも大切です。単元ごとに指定された作品を期限厳守で提出して下さい。

後
期

20
絵画応用 ･描画材料の特性、基本的な道具の扱いを身に着

け、描くことを通して観る力を養う。

伝統文化を学ぶ
・地方や地域に伝わる文化を学ぶ。またそれらに関
わりある作品を制作する。

18映像鑑賞 ・映像作品を感受し理解しを深める。

制作のまとめ ・一年間の制作の振り返りとまとめ。

４　年間指導計画

学　習　の　内　容 考査範囲 時数(予定)

前
期

オリエンテーション　
・探究美術の学習内容の理解。課題制作の心得な
ど。

22デッサン基礎 ･表現の基本要素について学ぶ。

伝統工芸を学ぶ
・伝統技術を受け継いだ職人の手仕事によって生
み出される芸術作品や生活用品の本物の強さや価
値について学ぶ

18絵画基礎 ･身近なものを見つめなおし、感じ取ったことや考え
たことを基に構想を練って表現する。

思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度（態）

・課題作品
・プリント（ワークシート・自己評価・鑑賞など）
・観察

・課題作品
・プリント（ワークシート・自己評価・鑑
賞など）
・観察

・毎時の準備片付け
・課題作品
・プリント（ワークシート・自己評価・鑑賞
など）
・出席
・観察

・工芸・デザイン･絵画に関心を持ち、
考え、つくり、使うという生活文化を尊
重する態度持っているか。個性を生か
して意欲的、主体的に制作に取り組む
態度を持っているか。

・工芸・デザイン･絵画のよさや美しさを
感じ取ることができるか。目的や条件を
把握し，発想を形で表せるよう表現を
工夫することができるか。
・作品について，特徴や自分の考えを
述べる事ができるか。また、作品を感
受し理解しようとしているか。

・表現意欲があり、主体的に制作に取り
組む態度を持っているか。

b:おおむね満足できる状況 b:おおむね満足できる状況 b:おおむね満足できる状況

令和8年度　学習の手引き(シラバス)

科目名 探究美術 ２単位

美術や工芸の創造的な諸活動を通して、生涯にわたり美術を愛好する心情と美術文化を尊重する態度を育てるととも
に、感性と美意識を磨き、個性豊かな美術の能力を高める。
(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的
に表すことができるようにする。
(2) 造形的なよさや美しさ、表現意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主題を育成し創造的に発想し構想を
練ったり、価値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。
(3) 主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、工
芸、美術文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

作品提出

作品提出

作品提出

作品提出

評
価
の
観
点

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度（態）

評
価
基
準

a:十分満足できる状況 a:十分満足できる状況 a:十分満足できる状況

c:努力を要する状況 c:努力を要する状況 c:努力を要する状況

知識・技能（知）



単位数

１　科目の目標

２　科目の評価の観点と評価基準

３　評価方法と評価の場面

学
期

月 考査範囲 時数

4

5

9

10

1
～

3

５　学習にあたっての注意とアドバイス 78

・ よい物を作るための「こだわり」を大切に、作品作りに取り組む。

・ 「作品講評会」等を通して，友人の作品からも発想や表現を学ぶ。

・ 提出作品は、それぞれのテーマにを実現するための工夫を凝らして制作し、期限を守る。

・ 用具を大切に扱い、準備片づけを毎時間丁寧に行う。

・ 始業のチャイム前に用具の準備をして、教科書を開き墨を磨って待つ。

６　教科書・副教材

・草書成立の過程や草書の特徴について理解する。
・「真草千字文」を鑑賞し、その美について理解する。
・「真草千字文」の臨書を通して、草書の用筆、運筆、字形の取り方などについて理解する。

漢字の書
隷書

・隷書成立の過程や隷書の特徴について理解する。
・「曹全碑」を鑑賞し、その美について理解する。
・「曹全碑」の臨書を通して、隷書の用筆、運筆、字形の取り方などについて理解する。

8

漢字の書
楷書

「九成宮醴泉銘」「孔子廟堂碑」
・古典を臨書する意義について理解する。
・「九成宮醴泉銘」と「孔子廟堂碑」を比較し、それぞれの印象 特徴について考える。
・楷書の用筆、運筆、結構や字形の取り方について理解し、臨書する。

令和８年度　学習の手引き(シラバス)

[漢字の成立と変遷]漢字の成立と変遷について理解する。

6

書写から書道へ [用具・用材]
[書写で学んできたこと　姿勢・執筆法]
用具・用材について理解し、手入れや準備、片付けを丁寧に行う態度を養う。また、様々な用具・
用材を試して特性や性能等を理解し、目的や意図に合わせた選択が表現活動にとって重要であるこ
とを理解する。
基本の姿勢、執筆法、基本点画について理解する。

22
プリント提出
作品提出

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思）

・書の表現の方法や形式、多様性などについ
ての理解。
・書写能力の向上及び書の効果的な表現の技
能。

・書のよさや美しさの感受。
・意図に基づいた構想と表現の工夫。
・書の伝統と文化の意味や価値を考え、書の美を味わい
捉える力。

主体的に学習に取り組む態度（態）

・用具用材への関心及び丁寧な準備片付け。
・主体的な書表現及び鑑賞の幅広い活動。

評
価
基
準

書道の幅広い活動を通して、書に関する見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の文字や書、書の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を次のとお
り育成することを目指す。
(1) 書の表現の方法や形式、多様性などについて幅広く理解するとともに、書写能力の向上を図り、書の伝統に基づき、効果的に表現するための基
礎的な技能を身に付けるようにする。
(2) 書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構想し表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え、書の美を味わい捉えたりす
ることができるようにする。
(3) 主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して心豊
かな生活や社会を創造していく態度を養う。

科目名

a:十分満足できる状況

b:おおむね満足できる状況

c:努力を要する状況

知識・技能（知）

c:努力を要する状況

a:十分満足できる状況

b:おおむね満足できる状況

c:努力を要する状況

b:おおむね満足できる状況

※指導計画の内容は、進度等によって変更することがある。

後
期

プリント提出
作品提出 20

11 漢字の書　創作　鑑賞 ・漢字の書で学んだ古典の特徴や技法を生かして創作し、相互評価をする。

12

仮名の書 ・仮名の成立と変遷 特徴について理解する。
・仮名の用具、用材の特徴について理解する。
・平仮名の単体、変体仮名、連綿を理解し、練習する
・古筆を鑑賞し、その美について理解する。
・古筆の概要を理解し、臨書する。
・散らし書きの構成について理解し、練習する。
・三色紙や近現代作品について鑑賞し、それぞれの特徴について理解する。
・古筆や近現代作品から学んだの特徴や技法を生かして行を構成し、創作し、相互評価をする。 プリント提出

作品提出

漢字の書
篆書

・篆書成立の過程や篆書の特徴について理解する。
・落款の意味や種類について理解する。
・篆刻の用具、用材、手順について理解して制作し、相互評価をする。

前
期

7

漢字の書
行書

　教科書…書道Ⅰ（東京書籍）　副教材…なし

・作品
・プリント（ワークシート・制作草稿・自
己評価・講評会シートなど）
・観察

思考・判断・表現（思）

・作品
・プリント（ワークシート・制作草稿・自己評価・
講評会シートなど）
・観察

主体的に学習に取り組む態度（態）

・毎時の準備片付け
・作品
・プリント（ワークシート・制作草稿・自己評価・講評会シー
トなど）
・出席
・観察

18

漢字仮名交じりの書

・近現代の作品を鑑賞する。
・表現の工夫を試みる。「線による表現の広がり」「用具・用材による表現」「紙面構成」「言葉
と書を調和」
・表現の工夫で学んだ技法を生かして、意図に基づいて創作し、相互評価をする。

４　年間指導計画

学習内容

・行書の特徴（用筆、運筆、字形の取り方等）について理解し、練習する。
・「蘭亭序」を鑑賞し、その美について理解する。
・行書の古典の概要を理解し、用筆、運筆、字形の取り方などについて学び、臨書する。

プリント提出
作品提出 18

漢字の書　成立と変遷

漢字の書
草書

評
価
の
観
点

２単位書道Ⅰ

a:十分満足できる状況



単位数

１　科目の目標

２　科目の評価の観点と評価基準

３　評価方法と評価の場面

学期 月 考査範囲 時数

5

9

10

1
～

3

５　学習にあたっての注意とアドバイス
・ よい物を作るための「こだわり」を大切に、作品作りに取り組む。

・ 「作品講評会」等を通して，友人の作品からも発想や表現を学ぶ。

・ 提出作品は、それぞれのテーマにを実現するための工夫を凝らして制作し、期限を守る。

・ 用具を大切に扱い、準備片づけを毎時間丁寧に行う。

・ 始業のチャイム前に用具の準備をして、教科書を開き墨を磨って待つ。

６　教科書・副教材

評
価
の
観
点

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度（態）

令和８年度　学習の手引き(シラバス)

科目名 書道Ⅱ ２単位

書道の創造的な諸活動を通して、書に関する見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の文字や書、書の伝統と文化と深く関わる資
質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 書の表現の方法や形式、多様性などについて理解を深めるとともに、書の伝統に基づき、効果的に表現するための技能を身に付
けるようにする。
(2) 書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて創造的に構想し個性豊かに表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化の意味や価値
を考え、書の美を味わい深く捉えたりすることができるようにする。
 (3)主体的に書の創造的な諸活動に取り組み、生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、書の伝統と文化に親し
み、書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

評
価
基
準

a:十分満足できる状況 a:十分満足できる状況 a:十分満足できる状況

b:おおむね満足できる状況 b:おおむね満足できる状況 b:おおむね満足できる状況

c:努力を要する状況 c:努力を要する状況 c:努力を要する状況

・書の表現の方法や形式、多様性などについて
の理解。
・書の伝統に基づいた、効果的な表現の技能。

・書のよさや美しさの感受。
・意図に基づいた構想と表現の工夫。
・書の伝統と文化の意味や価値を考え、書の美を
味わい捉える力。

・用具用材への関心及び丁寧な準備片付け。
・主体的な書表現及び鑑賞の幅広い活動。

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度（態）

・作品
・プリント（ワークシート・制作草稿・自己
評価・講評会シートなど）
・観察

・作品
・プリント（ワークシート・制作草稿・自己
評価・講評会シートなど）
・観察

・毎時の準備片付け
・作品
・プリント（ワークシート・制作草稿・自己
評価・講評会シートなど）
・出席
・観察

４　年間指導計画
学習内容

前
期

4

漢字の書
篆書の学習

・書道Ⅰの篆書の学習を踏まえて、篆書の成立と変遷、書風の特徴につい
て理解を深める。
・「大盂鼎」…金文の表現を鑑賞し、その美について理解を深める。
・金文の概要を理解し、用筆、運筆、字形の取り方などについて学び、
「表現の特徴」を手がかりとして臨書する。
　

篆刻 ・創作の手順に従って金文を用いた落款印を刻し、押印する。

8

漢字の書
楷書の学習

・書道Ⅰの楷書の学習を踏まえて、個性的で多様な楷書の表現を鑑賞し、
その美について理解を深める。
・楷書（自ら選んだ古典）の古典の概要を理解し、用筆、運筆、字形の取
り方などについて学び、「表現の特徴」を手がかりとして臨書する。

6

7

漢字の書
隷書の学習

・書道Ⅰの隷書の学習を踏まえて、隷書の成立と変遷、書風の特徴につい
て理解を深める。
・木簡の概要を理解し、用筆、運筆、字形の取り方などについて学び、
「表現の特徴」を手がかりとして臨書する。
・木簡のレプリカを制作（臨書）し、隷書の成立と変遷、書風の特徴につ
いて更に理解を深める。

漢字の書
行書　草書

18
漢字仮名交じりの書 ・書道Ⅰを踏まえ、書体・書風や用具・用材、構成の工夫による表現の効

果について理解し、自分の意図に応じた表現を工夫して、言葉や文を書作
品にして表現する。
・掲示物を書作品として制作し、相互評価をする。

後
期

定期考査③

プリント提出
作品提出

20
11

漢字の書
創作　鑑賞

・近現代の作品を鑑賞する。
・創作の手順に従い、書道Ⅰ・Ⅱの漢字の書で学んだ古典の特徴や技法を
生かして、創作し、相互評価をする。

12

仮名の書 ・書道Ⅰの学習を踏まえて、連綿による文字の表情の変化と、その効果に
ついて理解を深める。
・古筆や近現代作品から学んだの特徴や技法を生かして行を構成し、創作
し、相互評価をする。 定期考査④

プリント提出
作品提出

・書道Ⅰの行書草書の学習を踏まえて、個性的で多様な草書の表現を鑑賞
し、その美について理解を深める。
・行書草書の古典の概要を理解し、用筆、運筆、字形の取り方などについ
て学び、「表現の特徴」を手がかりとして「蜀素帖」「自叙帖」等を臨書
する。

定期考査②

プリント提出
作品提出

18

22
定期考査①

プリント提出
作品提出



　教科書…書道Ⅱ（東京書籍）　副教材…なし

※指導計画の内容は、進度等によって変更することがある。



単位数

１　科目の目標

２　科目の評価の観点と評価基準

３　評価方法と評価の場面

学
期

月 考査範囲 時数

10

11

12

1

2

3

５　学習にあたっての注意とアドバイス

・ よい物を作るための「こだわり」を大切に、作品作りに取り組む。

・ 「作品講評会」等を通して，友人の作品からも発想や表現を学ぶ。

・ 提出作品は、それぞれのテーマにを実現するための工夫を凝らして制作し、期限を守る。

・ 用具を大切に扱い、準備片づけを毎時間丁寧に行う。

・ 始業のチャイム前に用具の準備をして、教科書を開き墨を磨って待つ。

６　教科書・副教材

後
期

・板に写して刻し、彩色する。

くれき野祭出品作品の制作

・自ら古典を選び、意図に基づいた構成に留意しながら、半折サイズ
（35×135cm大）で臨書作品を制作し、相互評価をする。
・展示に係る知識や視点、考え方について理解を深め、効果的な展示
について考える。

定期考査④
プリント提出
作品提出

・名印を刻す

・刻字で刻す文字の選定し、筆で書く。

篆刻・刻字の学習

漢字仮名交じり書
・近現代の作品を鑑賞する。
・意図に基づいて創作し、相互評価をする。
・書道ⅠⅡを踏まえ、書体・書風や用具・用材、構成の効果について
理解し、意図に応じた表現の工夫をする。

前
期

定期考査①
プリント提出
作品提出

4

5

定期考査②
プリント提出
作品提出

6

22

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度（態）

・作品
・プリント（ワークシート・制作草稿・自
己評価・講評会シートなど）
・観察

・作品
・プリント（ワークシート・制作草稿・自
己評価・講評会シートなど）
・観察

・毎時の準備片付け
・作品
・プリント（ワークシート・制作草稿・自
己評価・講評会シートなど）
・出席
・観察

篆書の学習

隷書の学習

草書の学習

行書の学習

a:十分満足できる状況 a:十分満足できる状況

４　年間指導計画

学習内容

a:十分満足できる状況

b:おおむね満足できる状況 b:おおむね満足できる状況 b:おおむね満足できる状況

c:努力を要する状況 c:努力を要する状況 c:努力を要する状況

9

18

　教科書…書道Ⅲ（東京書籍）　副教材…なし

令和８年度　学習の手引き(シラバス)

科目名 書道Ⅲ ２単位

書道の創造的な諸活動を通して、書に関する見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の多様な文字や書、書の伝統と文化と深
く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 書の表現の方法や形式、多様性などについて理解を深めるとともに、書の伝統に基づき、創造的に表現するための技能を
身に付けるようにする。
(2) 書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて創造的に深く構想し個性豊かに表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化の
意味や価値を考え、書の美を味わい深く捉えたりすることができるようにする。
(3) 主体的に書の創造的な諸活動に取り組み、生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに、感性を磨き、書の伝統と文化
を尊重し、書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

評
価
の
観
点

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度（態）

・書の表現の方法や形式、書表現の多様性な
どについての理解。
・書の伝統に基づいた、作品を創造的に表現
するための技能。

・書のよさや美しさの感受。
・意図に基づいた構想と表現の工夫。
・書の伝統と文化の意味や価値を考え、書の
美を味わい捉える力。

・用具用材への関心及び丁寧な準備片付け。
・主体的な書表現及び鑑賞の創造的な活動。

評
価
基
準

楷書の学習

仮名の学習

・書道Ⅰを踏まえ、篆書　隷書　草書　行書　楷書　仮名の様々な古
典に触れ、多様な表現や用筆と特徴を理解し、自ら古典を選んで意図
に基づいた構成に留意しながら臨書作品を制作する。

18

定期考査③
プリント提出
作品提出

20

7

8



※指導計画の内容は、進度等によって変更することがある。



単位数

１　科目の目標

２　科目の評価の観点と評価基準

３　評価方法と評価の場面

学
期

月 考査範囲 時数

9

10

1
～

3

５　学習にあたっての注意とアドバイス

・ よい物を作るための「こだわり」を大切に、作品作りに取り組む。

・ 「作品講評会」等を通して，友人の作品からも発想や表現を学ぶ。

・ 提出作品は、それぞれのテーマにを実現するための工夫を凝らして制作し、期限を守る。

・ 用具を大切に扱い、準備片づけを毎時間丁寧に行う。

・ 始業のチャイム前に用具の準備をして、教科書を開き墨を磨って待つ。

６　教科書・副教材

評
価
の
観
点

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度（態）

令和８年度　学習の手引き(シラバス)

科目名 実用書道 ２単位

書道の活動を通して、書に関する見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の文字や書と関わる資質・能力を次のとおり育成する
ことを目指す。
(1) 書の表現の方法や形式、多様性などについて理解するとともに、書写能力の向上を図り、書の伝統に基づき、効果的に表現
するための技能を身に付けるようにする。
(2) 書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構想し表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え、書の美
を味わい捉えたりすることができるようにする。
(3) 主体的に書の活動に取り組み、生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、書の伝統と文化に親しみ、書
を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

評
価
基
準

a:十分満足できる状況 a:十分満足できる状況 a:十分満足できる状況

b:おおむね満足できる状況 b:おおむね満足できる状況 b:おおむね満足できる状況

c:努力を要する状況 c:努力を要する状況 c:努力を要する状況

・書の表現の方法や形式、多様性などについて
の理解。
・書写能力の向上及び書の効果的な表現の技
能。

・書のよさや美しさの感受。
・意図に基づいた構想と表現の工夫。
・書の伝統と文化の意味や価値を考え、書の美
を味わい捉える力。

・用具用材への関心及び丁寧な準備片付け。
・主体的な書表現及び鑑賞の幅広い活動。

・自分の氏名等を小筆で美しく書けるよう、練習する。
・のし袋の書き方を理解し、練習する。

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度（態）

・作品
・プリント（ワークシート・制作草稿・自
己評価・講評会シートなど）
・観察

・作品
・プリント（ワークシート・制作草稿・自
己評価・講評会シートなど）
・観察

・毎時の準備片付け
・作品
・プリント（ワークシート・制作草稿・自
己評価・講評会シートなど）
・出席
・観察

・日常生活の中の書作品を考える。
・書字の魅力、書字と言葉について考える。
・毛筆の書字を手提げ袋に貼り付けた作品を贈り物とする学習のなか
で、送る相手をイメージしながら、表現の意図に合わせた用具用材の選
択や用法を試みる。

４　年間指導計画

学習内容

前
期

8

6

7
プリント提出
作品提出 18

毛筆の学習
用具・基本用筆の学習

姿勢・執筆法
・基本の姿勢、執筆法、準備、片付けについて、目的に合わせて多様な
方法があることを理解する。
用具・用材
・書道に必要な用具、用材について理解し、丁寧に扱う態度を養う。

4

5

硬筆の学習
基礎と応用

執筆法・用具・用材
・筆記用具の種類と特徴、持ち方、使い方について理解し、練習する。
・基本的な点画について理解し、練習する。
・漢字　ひらがな　カタカナについて理解し、練習する。
・はがき　封筒の書き方について理解し、練習する。
・履歴書等の書き方について理解し、練習する。

毛筆の学習
実用的な書

プリント提出
作品提出 22

後
期

プリント提出
作品提出 20

11

12

プリント提出
作品提出

毛筆の学習（刻字）
生活の中で楽しむ書
グラス刻字

・日常生活の中の書作品を考える。
・書字の魅力、書字と言葉について考える。
・グラスに毛筆の書字を掘った作品を贈り物とする学習のなかで、送る
相手をイメージしながら、表現の意図に合わせた用具用材の選択や用法
を試みる。

毛筆の学習
様々な表現

・用具用材の特徴を理解し、表現の意図に合わせた用具用材の選択を試
みる。
・用具用材の使い方を変えながら、表現の幅を確かめる。
・構成を変えながら、表現の幅を確かめる。
・「火」の文字を用いて様々な表現をする。

18
毛筆の学習（漢字仮名交じ
りの書）
生活の中で楽しむ書
手提げ袋



　教科書・副教材…なし

※指導計画の内容は、進度等によって変更することがある。


